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九

月

十

三

日

、

恒

例

の

法

寿

苑

祭

が

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

当

日

は

朝

か

ら

晴

天

に

恵

ま

れ

、

多

く

の

ご

入

居

者

を

は

じ

め

、

た

く

さ

ん

の

ご

家

族

や

お

客

様

を

お

迎

え

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 
バ

ザ

ー

で

は

早

々

に

品

切

れ

に

な

る

メ

ニ

ュ

ー

も

あ

り

、

ご

迷

惑

を

お

か

け

し

ま

し

た

が

、

こ

れ

も

多

く

の

ご

参

加

を

い

た

だ

い

た

た

め

と

、

感

謝

の

気

持

ち

で

い

っ

ぱ

い

で

す

。 

か

わ

い

い

子

ど

も

た

ち

の

ダ

ン

ス

を

披

露

し

て

く

だ

さ

っ

た

「Juna’s

エ

ク

サ

サ

イ

ズ&

ダ

ン

ス

」

の

皆

様

、

会

場

に

音

楽

で

花

を

添

え

て

く

だ

さ

っ

た

「TH
E Apic

」

様

・

「BllueSky G
entlem

en

」

様

、

華

麗

な

よ

さ

こ

い

踊

り

で

盛

り

上

げ

て

く

だ

さ

っ

た

「

極

（

き

わ

み

）

」

様

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

バ

ザ

ー

等

で

お

手

伝

い

を

い

た

だ

い

た

木

太

婦

人

会

、

木

太

地

区

民

生

委

員

、

木

太

百

寿

会

の

皆

様

に

も

重

ね

て

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。 



九

月

二

十

四

・

二

十

五

日

、

敬

老

の

祝

い

に

合

わ

せ

、

お

茶

会

を

行

い

ま

し

た

。 

 

進

ん

で

お

茶

を

点

て

て

く

だ

さ

る

方

、

お

勧

め

す

る

と

照

れ

な

が

ら

点

て

て

く

だ

さ

る

方

、

点

て

ら

れ

た

お

茶

を

頂

く

方

と

人

そ

れ

ぞ

れ

で

し

た

が

、

終

始

和

や

か

な

ム

ー

ド

で

お

茶

会

を

楽

し

む

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 
 

今

年

は

フ

ロ

ア

ご

と

で

、

気

の

知

れ

た

仲

間

と

ゆ

っ

た

り

と

し

た

雰

囲

気

で

敬

老

の

お

祝

い

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

 

九

月

二

十

四

日

、

秋

の

彼

岸

法

要

が

執

り

行

わ

れ

ま

し

た

。 
今

年

の

春

か

ら

半

年

の

間

に

亡

く

な

ら

れ

た

入

居

者

様

を

偲

ん

で

、

多

く

の

方

が

集

ま

ら

れ

ま

し

た

。 

皆

様

、

静

か

に

手

を

合

わ

さ

れ

、

一

緒

に

過

ご

さ

れ

た

日

々

や

、

故

人

へ

の

思

い

を

巡

ら

せ

な

が

ら

、

冥

福

を

祈

っ

て

お

ら

れ

ま

し

た

。 

御

詠

歌

を

奉

詠

頂

き

ま

し

た

「

大

和

流

み

や

び

会

」

の

皆

様

も

、

ご

多

忙

の

中

ご

参

列

く

だ

さ

い

ま

し

て

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

 

彼

岸

法

要 

お

茶

会 

お

は

ぎ

作

り 

 

三

階

で

は

三

つ

の

ユ

ニ

ッ

ト

が

協

力

し

、

お

は

ぎ

作

り

を

行

い

ま

し

た

。 
 

九

月

二

十

九

日

、

お

彼

岸

は

過

ぎ

ま

し

た

が

、

お

は

ぎ

は

い

つ

食

べ

て

も

美

味

し

い

も

の

で

す

。 
 

炊

き

上

が

っ

た

お

米

を

つ

ぶ

し

、

あ

ん

こ

を

包

み

、

き

な

こ

を

付

け

る

。

少

し

ず

つ

お

は

ぎ

の

姿

に

な

っ

て

い

く

様

子

を

見

て

い

る

と

「

美

味

し

そ

～

」

っ

て

思

い

ま

す

ね

。 

み

な

さ

ん

の

笑

顔

を

見

る

と

、

次

は 

何

を

作

ろ

う

か

䢧

と

考

え

る

の

が

楽

し 

み

に

な

り

ま

す

。 



 

 

  

  

あ

ま

か

ら

水

祭

り

 

 

八

月

二

日

、

あ

ま

か

ら

水

祭

り

の

い

か

だ

レ

ー

ス

を

見

物

に

出

か

け

ま

し

た

。

 

法

寿

苑

か

ら

レ

ー

ス

会

場

の

詰

田

川

は

す

ぐ

近

く

。

歩

い

て

出

か

け

ま

す

。

 

地

元

の

方

々

の

手

作

り

の

い

か

だ

で

の

レ

ー

ス

、

今

年

も

盛

り

上

が

っ

て

お

り

ま

し

た

！

 

まだまだいかだ

は遥か遠く 

いかだが近づくと応

援に力が入ります 

流

し

そ

う

め

ん

 

  

今

年

の

夏

も

暑

か

っ

た

で

す

ね

。

夏

と

い

え

ば

そ

う

め

ん

。

そ

こ

で

流

し

そ

う

め

ん

に

涼

を

求

め

ま

し

た

。

 

食

欲

の

湧

か

な

い

夏

も

、

そ

う

め

ん

は

ツ

ル

っ

と

食

べ

ら

れ

て

美

味

し

い

で

す

ね

。

 

うまくお箸に引っ

掛けて、と。 

取りにくい人のために

流れないそうめんも。 

カ

キ

氷

 

  

夏

と

い

え

ば

、

も

う

一

つ

忘

れ

て

な

ら

な

い

の

が

カ

キ

氷

。

 

 

見

た

目

も

涼

し

げ

で

、

食

べ

る

と

熱

い

体

を

ひ

ん

や

り

さ

せ

て

く

れ

ま

す

ね

。 

夕

涼

み

と

花

火

 

  

夜

の

暑

さ

が

和

ら

ぎ

始

め

た

九

月

四

日

、

行

く

夏

の

名

残

を

惜

し

ん

で

花

火

大

会

を

行

い

ま

し

た

。

 

 

前

半

は

吹

き

上

げ

花

火

を

見

物

し

、

後

半

は

ご

入

居

者

に

も

手

持

ち

の

花

火

を

楽

し

ん

で

も

ら

い

ま

し

た

。

 

 

い

つ

も

以

上

の

笑

顔

が

見

ら

れ

て

、

ご

入

居

者

も

職

員

も

満

足

の

ひ

と

時

で

し

た

。

 



    

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

で

は

、

十

月

に

仏

生

山

に

あ

る

法

然

寺

に

外

出

し

ま

し

た

。

 

 

ご

利

用

者

の

方

も

、

様

々

な

所

を

ご

自

分

で

見

学

さ

れ

て

お

り

、

た

く

さ

ん

歩

か

れ

て

お

り

ま

し

た

。

 

 

天

気

に

も

恵

ま

れ

、

爽

や

か

な

外

出

日

和

に

な

り

、

ご

利

用

者

の

方

も

、

「

素

敵

だ

っ

た

ね

。

と

て

も

良

か

っ

た

よ

。

」

と

、

と

て

も

喜

ん

で

い

た

だ

け

ま

し

た

。

 

苑

に

帰

っ

て

来

て

か

ら

も

、

外

出

の

話

し

で

、

ご

利

用

者

の

方

も

話

が

盛

り

上

が

っ

て

お

り

ま

し

た

。

 

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

で

は

ご

利

用

者

の

方

、

一

人

ひ

と

り

に

満

足

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

、

様

々

な

企

画

を

準

備

し

て

い

ま

す

の

で

、

皆

様

、

楽

し

み

に

し

て

い

て

く

だ

さ

い

。

 

  

 
 

 

苦

情

・

要

望

等

の

ご

意

見

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

各

事

業

所

の

受

付

担

当

者

（

左

記

参

照

）

ま

で

お

電

話

で

も

お

越

し

い

た

だ

い

て

も

構

い

ま

せ

ん

の

で

、

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

 

 ・

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

・

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

 

 
 
 
 

 

池

添

 

巧

 
 
 

℡

 

8

3

2

‐

5

5

0

0

 

・

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

 

 
 
 
 

 

松

原

 

正

晃

 
 
 

℡

 
 

8

3

2

‐

5

6

8

0

 

・

老

人

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

 

 
 
 
 

 

芳

竹

 

大

輔

 
 
 

℡

 

8

3

2

‐

5

4

0

0

 

・

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

 

 
 
 
 

 

龍

満

 

修

作

 
 

℡

 
 

8

3

2

‐

5

7

6

8

 

            

 

入

居

中

の

医

療

に

関

す

る

内

容

 

利

用

者

と

の

人

間

関

係

に

関

す

る

内

容

 

施

設

の

対

応

に

関

す

る

内

容

 

職

員

の

対

応

に

関

す

る

内

容

 

介

護

方

法

に

関

す

る

内

容

 

０

件 

０

件 

０

件 

０

件

 

０

件

 

 

 

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

が

ご

自

宅

に

お

伺

い

し

、

身

体

面

（

入

浴

・

オ

ム

ツ

交

換

）

や

生

活

面

（

掃

除

・

洗

濯

・

調

理

）

等

、

身

の

周

り

の

お

世

話

を

い

た

し

ま

す

。

 

 

苦

情

受

付

状

況

 

 
 
 
 

 
 
 
 

平

成

二

十

七

年

七

月

～

九

月

 

 

訪

問

介

護

員

（

ヘ

ル

パ

ー

）

募

集 

『

明

る

く

元

気

に 

一

緒

に

働

き

ま

し

ょ

う

！

』 

資

格

䢧

ヘ

ル

パ

ー

２

級

以

上 

時

給

䢧

身

体

介

護 

二

〇

〇

〇

円 

生

活

援

助 

一

六

〇

〇

円 

早

朝

・

夜

間

・

土

日

・

祝

日

を

中

心

に 

働

け

る

方

を

募

集

し

て

い

ま

す

。 
 

【

連

絡

先

】

（

〇

八

七

）

八

三

二

‐

五

七

六

八 

【

担

 

当

】

龍

満 

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

 

介

護

を

必

要

と

さ

れ

る

方

が

、

住

み

慣

れ

た

自

宅

で

安

心

し

て

生

活

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

お

手

伝

い

い

た

し

ま

す

。

 

 

・

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

の

ご

相

談

。

 

・

サ

ー

ビ

ス

計

画

（

ケ

ア

プ

ラ

ン

）

の

作

成

を

い

た

し

ま

す

。

 

老

人

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー 

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

 



      

あ

た

た

か

い

御

厚

情

の

お

礼

申

し

上

げ

ま

す[

平

成

二

十

七

年

七

月

～

九

月] 

順

不

同 

《

寄

付

物

品

》 
 

山

地

様

、

笠

松

貞

子

様

、

川

村

美

香

様

、

西

野

幸

三

郎

様

、

鎌

倉

宣

様

、

高

橋

ス

ミ

子

様

、

関

百

合

子

様

、

高

橋

秀

子

様

、

有

限

会

社

完

土 

完

土

剛

様

、

豊

栄

自

動

車

有

限

会

社

様

、

久

保

弥

生

様

、

神

原

英

昭

様

、

池

添

千

賀

子

様

、

株

式

会

社

ア

ー

ル

・

シ

ー

・

エ

ス

様

、

有

限

会

社

カ

ノ

ー

ク

ス

様

、

岩

瀬

節

子

様

、

吉

田

カ

ヨ

子

様

、

横

内

美

恵

子

様

、

山

本

登

美

子

様

、

後

藤

設

備

工

業

株

式

会

社

様

、

栄

光

寺 

池

田

宗

弘

様

、

滝

川

美

子

様

、

井

下

和

子

様

、

三

角

武

様

、

窪

田

純

子

様

、

和

田

正

文

様

、

大

倉

憲

人

様

、

津

田

和

美

様

、

大

川

朝

夫

様

、

宮

井

恵

子

様

、

中

塚

秀

樹

様

、

岡

田

武

様

、

入

口

杏

子

様

、

武

藤

君

代

様

、

松

岡

忠

四

郎

様

、

河

野

和

男

様

、

石

田

八

千

代

様

、

上

枝

秀

則

様

、

合

田

謙

司

様

、

池

田

光

子

様

、

馬

場

公

子

様

、

総

本

山

善

通

寺

様

、

玉

木

ト

ミ

エ

様

、

株

式

会

社

四

国

珈

琲

様

、

有

限

会

社

晴

天

様

、

泉

ナ

ミ

子

様

、

宮

﨑

廣

様

、

本

田

道

明

様

、

松

元

チ

エ

キ

様

、

仲

田

里

美

様 
 

《

寄

付

金

》 
 

十

河

幸

子

様

、

木

太

地

区

婦

人

会

様

、

宮

﨑

廣

様

、

石

川

ツ

ヤ

子

様

、

石

田

八

千

代

様

、

佐

々

木

キ

ク

エ

様

、

和

光

堂

様

、

矢

野

克

己

様

、

大

和

流

み

や

び

会

様

、

屋

島

成

田

山

聖

代

寺

様

、

岩

澤

徳

安

様

、

長

尾

正

義

様 
 

《

慰

問

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

》 
 

細

井

春

美

様

、

水

無

月

会

様

、

津

田

和

美

様

、

ボ

ラ

え

も

ん

様

、

宮

脇

峰

子

様

、

TH
E Apic

様

、BlueSky G
entlem

en

様

、Juna’s

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

ア

ン

ド

ダ

ン

ス

様

、

極

様

、

有

馬

様 

 男性 女性 全体 

入居者数（人） 11 39 50 

平均介護度 4.00 3.79 3.84 

平均年齢（歳） 85.6 89.6 88.7 

最高齢（歳） 92 102  

最低齢（歳） 71 61  

個

人

情

報

保

護

の

為

、

名

称

の

公

表

を

差

し

控

え

た

い

方

が

お

ら

れ

ま

し

た

ら

、

お

申

し

出

下

さ

い

。

 

䢢

寄

付

・

慰

問

䢢

 
 

＊11 月 1 日現在 特養の現状＊ 防防災災講講座座～～南南海海トトララフフ地地震震にに備備ええるる～～ のご案内 

今後 30 年以内に発生する確率が 70％程度と予測されている南海トラフ地震。 

地震や津波による被害想定と具体的な減災対策を一緒に学びましょう。 

日時：平成 27 年 12 月 17 日（木）  午後 2 時より 

場所：特別養護老人ホーム法寿苑 地域交流スペース 

講師：香川県危機管理課 南海地震防災企画グループ 

お問い合わせ先：法寿苑老人介護支援センター（087-832-5400） 

特別養護老人ホーム 法寿苑 
〒760-0080 高松市木太町 7 区 3308 番地 
(代表) TEL : 087-832-5500 

FAX : 087-832-5530 
法寿苑デイサービスセンター 

TEL : 087-832-5680 
法寿苑老人介護支援センター 

TEL : 087-832-5400 
弘善会ヘルパーステーション 

TEL : 087-832-5768 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kouzenkai.jp 
(弘善会ホームページよりお入りください) 
E-mail houjyuen@kouzenkai.jp 

 


